
 

開 催 日 時 平成２５年 ８ 月 ８ 日（木）午後７時３０分～午後９時００分 

会   場 落衣公民館 出 席 者 数     ２１人 

地域座談会の内容（市長講話・質疑応答の内容等） 

 

① 断水時の広報車は聞き取れなかったので、公民館近くにある防災スピーカ 

 ーを使用してもらえないか。 

 

→ 防災行政無線を利用すれば、防災情報を一斉に送信し防災スピーカーから 

放送することが可能なので、設置していきたいと考えている。 

 

② 防災行政無線を使用した場合、ポンプ庫の消防ポールの利用は可能か。 

 

→ 防災行政無線及び消防ポールを組み合わせて、無線を利用した市内一斉放 

送が可能なシステムの設置を検討していきたい。 

 

③ 給水所の数が限られていると、お年寄りなどが重いタンクを運ぶのが大変 

 な場合があるため、給水車が巡回し近くで給水が受けられるような仕組みに 

 してもらえないか。 

 

→ 広報が不十分であったが、給水車の巡回は行った。今後は、一斉放送が可

能な防災行政無線を新たに設置し、広報の充実化を図り、より効果的な給水

車の巡回を行っていきたい。 

 

④ 消防団員でも緊急広報用ポールの使い方や使用基準がしっかり解ってい 

 る人が少ないので、消防団員を含め地区の主だった人へもう一度取扱説明会 

 を開催して欲しい。 

 

→ 取扱マニュアルを作成し、有効活用ができるような使用基準を作って、市 

民の皆様にお示しして、説明会を実施できるように検討したい。 

 

⑤ ＬＥＤ防犯灯設置を申請しているが、電気代の事もあり早くしてほしいが 

 いつ頃になるのか。 

 

→ 市内に３，０００基の防犯灯があり一気にはいかなので、５年間の年次計 

画を考えていたが、電気代も上がりＬＥＤ化は電気代の節約にとても有効だ

と考えられ、自治会の予算にも良い影響が出るように、できるだけ要望に沿



って前倒しで取り組んでいきたい。 

 

⑥ 東北電力は、防犯灯の電気代は一基いくらでみなし計算している。一部の 

 ＬＥＤ化だけでは、料金計算が変わらないことも考えられる。町内会が持っ 

 ている防犯灯の内一部だけのＬＥＤ化でも、電気料に反映するようにお願い 

 してほしい。 

 

→ 電気料に反映するように、一つの町内会が持っている防犯灯は一気にＬＥ 

Ｄ化するとか、東北電力に対しては防犯灯の一部だけのＬＥＤ化でも電気料

に反映するよう申し入れを検討したい。 

 

⑦ 町内会の南側に楡の街路樹が１９本ある。楡の木は、成長が早く町内会の

集まりがある時には、いつも伐採の要望がでる。昨年は１９本の内６本伐採

してもらったが、残りの伐採はいつになるか。できるだけ早くお願いしたい。 

 

→ ４年前の座談会でもいろんな町内会から同じようなことで指摘され、だい 

ぶ街路樹の整理は行ってきているが、今後についてもできるだけ要望に応え 

られるようにしていきたい。 

 

⑧ 耕作放棄地が目につく。あくまでも個人で行なうべきものとは考えるが、

市としては耕作放棄地の対策はどのように考えているのか。 

 

→ 耕作放棄地については、かなり増えているのは見受けられる。就農者が年々 

減少し続けており、このままでは、さくらんぼの生産もジリ貧になっていく 

ばかりなのは感じている。 

一方、支援制度を活用した新規就農者は増えており、農協とも相談しなが

ら耕作放棄地を集約するための組織の立ち上げや、新規就農者の増加につな

がるようなインパクトのある新たな支援制度の創設を通じて、「さくらんぼ」

や「つや姫」の産地として耕作放棄地の有効活用に努めていきたい。 

     

⑨ 多目的屋内運動施設の整備が順調に進んでいるようだが、当初の整備計画

からの変更点は何か。 

 

→ 最初は、冬でも野球やテニス、サッカーの練習ができる屋内スポーツ施設 

が欲しいという要望があり、予定地を文化センターの奥の土地を考えていた。 

ところが、市民の方から一部の人たちだけのために何億というお金を使う 

のは勿体ないと言う意見があったため、多くの市民に役に立つ施設という 

ことを考えて、防災上の災害時にも役に立つ倉庫の機能も持たせることにし

た。このことにより、有利な補助制度も活用できるようになった。文化セン

ター奥の土地は、救援物資の搬入に不適であることと、市内外から人が訪れ



るのにふさわしいところと考えて、現在の場所にした。 

 

⑩ 雪で駐車場に入れないのはまずいと考えられるが、多目的屋内運動施設の 

 駐車場には融雪装置をつけるのか。 

 

→ 今のところは、除雪で対応することを考えている。 

 

⑪ 我々の若い時より出会いのチャンスが少ないと言う方がいるが、少子化対

策として出会いの場を作るような形で婚活はできないか。 

 

→ 市では、昨年の途中から婚活コーディネーター制度を作り、これまでのと 

ころ二組のカップルが誕生している。料理教室などで自然に出会って結婚す

るような形も良いので、手を変え品を変えて出会いの場作りに取組んでいき

たい。 

  また、働きやすい職場の実現、正規職員率の向上、育児休暇取得の問題な 

ど、企業や社会のシステムも変化し充実していかないと結婚率や出生率が上 

がっていかない面もあるので、行政としても働きかけていきたい。 

 

⑫ 上郷ダムが決壊した場合に水がどこまで来るか教えてほしい。 

 

→ ダムの管理事務所は、ダム決壊についての質問には正式にお願いしても答 

えてくれないが、地域住民の不安を取り除く意味で、万が一ダムが決壊した 

場合のシミュレーションを教えてくれるように働きかけたい。 

 

⑬ 活断層についてはどうなっているのか。 

 

→ 大震災を踏まえて県の防災計画を見直ししているが、市の防災計画も今見 

直ししているので、地震や今回の大雨などの場合の避難所を正しく示してい 

きたい。 

 

⑭ 成人病検査センターの完成予定時期はいつか。分かる範囲で教えてほし 

い。 

 

→ 成人病検査センターは、借地の問題や老朽化の問題で移転する場所として 

国保連合会西側の４千坪土地を選定し、所有者である市は売買について申し 

入れを受けたが、まだ合意していない。 

人が集まるような施設が続々と整備されている場所なので、従来の成人病 

検査センターに加え、土日も人が集まれるようなものとして休日夜間の診療

所、健康食を扱う売店やレストランの併設などについても考えていただける

よう交渉していきたい。 



 


